
不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２4 年   

令和 6 年 甲辰  

6 月   日   

 仏滅 婁    

旧 4 月 25 日   

土曜    1 

お
釈
迦
さ
ま
は
、
説
法
第
一
と
い
わ
れ
る
弟
子
の
富
楼

那
が
過
去
世
に
お
い
て
九
十
億
も
の
仏
に
仕
え
教
え
を

弘
め
て
き
た
こ
と
認
め
、
法
明
如
来
と
い
う
仏
に
成
れ

る
と
授
記
を
与
え
ま
し
た
。 

富
楼
那
は
雄
弁
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
身
命
を
か
け

て
教
え
を
弘
め
る
と
い
う
決
意
を
も
っ
た
人
で
し
た
。 

そ
の
決
意
を
も
っ
て
、
富
楼
那
は
声
聞
で
あ
り
な
が
ら

菩
薩
の
道
を
説
き
、
利
他
行
を
積
ん
で
い
た
の
で
、
仏

に
成
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
の
で
す
。 

  

富
楼
那
の
授
記

 
 

 

「
富
楼
那
の
授
記
」 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

ふ 
 

 

る 
 

 

な 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和 6 年 甲辰  

6 月   日   

 大安 胃    

旧 4 月 26 日   

日曜    2 

貪
り
求
め
る
も
の
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。 

生
ま
れ
持
っ
た
性
格
や
置
か
れ
た
環
境
に
よ
っ
て
、
欲

す
る
も
の
が
変
わ
り
、
特
有
の
迷
い
が
生
じ
ま
す
。 

私
た
ち
は
自
分
の
心
の
中
に
ど
ん
な
願
い
を
持
っ
て
い

る
の
か
さ
え
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

仏
さ
ま
は
そ
れ
を
よ
く
ご
承
知
の
上
で
、
そ
の
迷
い
か

ら
遠
ざ
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
広
大
無
辺
の
教

え
を
説
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。 

そ
の
教
え
を
学
ぼ
う
と
欲
す
る
心
が
最
も
大
事
で
す
。 

  

処
処
貪
著

 
 

「
人
そ
れ
ぞ
れ
が
貪
り
求
め
る
も
の
」 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

し
ょ 

 
 

し
ょ 

 

と
ん 
 

じ
ゃ
く 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和 6 年 甲辰  

6 月   日   

 赤口 昴    

旧 4 月 27 日   

月曜    3  
「
審
諦
」
と
は
、
詳
し
く
徹
底
的
に
説
い
て
、
聴
く
者

に
疑
惑
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
で
す
。 

「
清
浄
に
説
く
」
と
は
、
法
を
説
く
こ
と
以
外
に
何
も

考
え
ず
に
説
く
と
い
う
こ
と
で
す
。 

法
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
認
め
ら
れ
た
い
・
報
酬
が

欲
し
い
な
ど
余
計
な
こ
と
を
考
え
ず
に
い
る
の
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

富
楼
那
は
、
審
諦
か
つ
清
浄
に
法
を
説
い
て
き
た
か
ら

授
記
を
得
た
の
で
す
。 

   

常
能
審
諦 

清
浄
説
法 

 

 

「
審
諦
か
つ
清
浄
に
法
を
説
く
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

じ
ょ
う
の
う 

し
ん
た
い 

 
 

 

し
ょ
う
じ
ょ
う 

せ
っ
ぽ
う 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和 6 年 甲辰  

6 月   日   

 先勝 畢    

旧 4 月 28 日   

火曜    4  
富
楼
那
は
声
聞
で
あ
り
な
が
ら
菩
薩
の
徳
を
具
え
て
い

た
の
で
す
が
、
方
便
を
も
っ
て
自
分
を
低
く
見
せ
て

人
々
を
導
い
て
き
ま
し
た
。 

偉
ぶ
っ
て
い
る
と
人
々
は
つ
い
て
き
ま
せ
ん
。 

同
じ
視
線
で
親
し
く
教
え
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
々
が
仏
の
智
慧
を
求
め
よ
う
と
い
う
思
い
を
起
こ
す

の
で
す
。 

そ
し
て
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
人
々
を
教
化
し

悟
り
に
導
い
た
の
で
す
。 

   

而
富
楼
那 

以
斯
方
便 

 

「
富
楼
那
は
方
便
を
以
て
人
々
を
導
く
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

に 
 

ふ 
 

る 
 

な 
 

 
 

 

い 
 

し 
 

ほ
う 

べ
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和 6 年 甲辰  

6 月   日   

 友引 觜    

旧４月 29 日   

水曜    5  
「
七
仏
」
と
は
、
過
去
世
に
お
い
て
説
法
を
さ
れ
た

①
毘
婆
尸
仏
（
び
ば
し
ぶ
つ
）

②
尸
棄
仏
（
し
き
ぶ
つ
）

③
毘
舎

婆
仏
（
び
し
ゃ
ば
ぶ
つ
）

④
拘
留
孫
仏
（
く
る
そ
ん
ぶ
つ
）

⑤
拘
那

含
仏
（
く
な
ご
ん
ぶ
つ
）

⑥
迦
葉
仏
（
か
し
ょ
う
ぶ
つ
）

の
六
仏
と

⑦
お
釈
迦
さ
ま
と
を
合
わ
せ
た
七
仏
。 

七
仏
が
説
い
た
『
七
仏
通
戒
偈
』
は
「
諸
の
悪
を
な

す
こ
と
な
く
、
諸
の
善
を
行
い
、
自
ら
の
意
を
浄
く

す
る
、
是
れ
諸
仏
の
教
え
な
り
」
と
い
う
仏
教
の
根

本
を
説
い
た
偈
文
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

七
仏 

「
過
去
世
に
お
い
て
説
法
を
さ
れ
た
七
仏
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

し
ち 

 

ぶ
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和 6 年 甲辰  

6 月   日   

  大安 参    

旧 5 月 1 日   

木曜    6  
天
上
界
は
物
質
の
支
配
を
離
れ
た
心
の
世
界
で
、
人

間
界
と
は
別
世
界
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

人
間
界
に
仏
さ
ま
の
教
え
が
弘
ま
れ
ば
煩
悩
が
除
か

れ
て
、
天
上
界
と
の
隔
て
が
な
く
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
天
上
界
と
人
間
界
の
者
た
ち
の
心
が
お
互

い
に
通
じ
合
っ
て
、
共
に
仏
さ
ま
に
相
ま
み
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
す
。 

天
上
界
と
人
間
界
が
力
を
合
わ
せ
て
、
仏
さ
ま
の
教

え
を
弘
め
て
い
こ
う
と
心
が
固
ま
っ
た
の
で
す
。 

   

人
天
交
接 

両
得
相
見 

 

「
人
間
界
と
天
上
界
の
者
の
心
が
通
じ
合
う
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

に
ん 

で
ん 

き
ょ
う
し
ょ
う 

 

り
ょ
う 

と
っ 

そ
う
け
ん 

  芒種    



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰  

6 月   日   

 赤口 井    

旧５月２日   

金曜    7  
「
女
人
無
く
」
と
は
、
女
性
が
劣
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
男
女
の
区
別
な
く
仏
に
成
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。 

大
乗
仏
教
で
は
す
べ
て
の
人
が
仏
性
を
具
え
て
い
る

の
で
、
富
楼
那
が
仏
と
成
っ
た
仏
国
土
で
は
性
別
は

不
要
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

男
女
の
区
別
だ
け
な
く
、
身
分
や
貧
富
の
差
も
な

く
、
皆
が
等
し
く
救
わ
れ
、
覚
り
に
至
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
仏
さ
ま
の
国
な
の
で
す
。 

  

亦
無
女
人 

「
ま
た
女
人
無
く
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

や
く 

 

む 
 

 

に
ょ 
 

 

に
ん 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
受
記
品
第
八 

爾
時
富
楼
那
弥
多
羅
尼
子
。
従
仏
聞
是
。
智
慧
方
便
。
随
宜
説
法
。
又
聞
授
諸
大
弟
子
。
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
記
。 

 
 

 
〈
略
〉 

若
干
種
性
。
以
方
便
知
見
。
而
為
説
法
。
抜
出
衆
生
。
処
処
貪
著
。
我
等
於
仏
功
徳
。
言
不
能
宣
。
唯
仏
世
尊
。 

能
知
我
等
。
深
心
本
願
。
爾
時
仏
告
諸
比
丘
。
汝
等
見
是
。
富
楼
那
弥
多
羅
尼
子
不
。
我
常
称
其
。
於
説
法
人
中
。 

〈
略
〉 

過
去
。
九
十
億
諸
仏
所
。
護
持
助
宣
。
仏
之
正
法
。
於
彼
説
法
人
中
。
亦
最
第
一
。
又
於
諸
仏
。
所
説
空
法
。
明
了
通

達
。
得
四
無
碍
智
。
常
能
審
諦
。
清
浄
説
法
。
無
有
疑
惑
。
具
足
菩
薩
。
神
通
之
力
。
随
其
寿
命
。
常
修
梵
行
。
彼
仏

世
人
。
咸
皆
謂
之
。
実
是
声
聞
。
而
富
楼
那
。
以
斯
方
便
。
饒
益
無
量
。
百
千
衆
生
。
又
化
無
量
。
阿
僧
祇
人
。 

〈
略
〉 

為
浄
仏
土
故
。
常
勤
精
進
。
教
化
衆
生
。
漸
漸
具
足
。
菩
薩
之
道
。
過
無
量
阿
僧
祇
劫
。
当
於
此
土
。
得
阿
耨
多
羅
三

藐
三
菩
提
。
号
曰
法
明
如
来
。
応
供
。
正
気
知
。
明
行
足
。
善
逝
。
世
間
解
。
無
上
士
。
調
御
丈
夫
。
天
人
師
。
仏
。

世
尊
。
其
仏
以
恒
河
沙
等
。
三
千
大
千
世
界
。
為
一
仏
土
。
七
宝
為
地
。
地
平
如
掌
。
無
有
山
陵
。
渓
澗
溝
壑
。
七
宝

臺
観
。
充
満
其
中
。
諸
天
宮
殿
。
近
処
虚
空
。
人
天
交
接
。
両
得
相
見
。
無
諸
悪
道
。
亦
無
女
人
。
一
切
衆
生
。 

皆
以
化
生
。
無
有
婬
欲
。
得
大
神
通
。
身 

出
光
明
。
飛
行
自
在
。
志
念
堅
固
。
精
進
智
慧
。
普
皆 

金
色
。
三
十
二
相
。
而
自
荘
厳
。
其
国
衆
生
。
常
以
二 

食
。
一
者
法
喜
食
。
二
者
禅
悦
食
。
有
無
量
阿
僧
祇 

千
万
億
那
由
佗
。
諸
菩
薩
衆
。
得
大
神
通
。
四
無
礙 

智
。
善
能
教
化
。
衆
生
之
類
。
其
声
聞
衆
。
算
数
校
計
。 

所
不
能
知
。
皆
得
具
足
。
六
通
三
明
。
及
八
解
脱
。
其 

仏
国
土
。
有
如
是
等
。
無
量
功
徳
。
荘
厳
成
就
。
劫
名 

宝
明
。
国
名
善
浄
。
其
仏
寿
命
。
無
量
阿
僧
祇
劫
。
法 

住
甚
久
。
仏
滅
度
後
。
起
七
宝
塔
。
気
満
其
国
。
爾
時 

世
尊
。
欲
重
宣
此
義
。
而
説
偈
言 

世
雄
不
可
量 

諸
天
及
世
人 

一
切
衆
生
類 

無
能
知
仏
者 

 

仏
力
無
所
畏 

解
脱
諸
三
昧 

及
仏
諸
余
法 

無
能
測
量
者 

 

本
従
無
数
仏 

具
足
行
諸
道 

甚
深
微
妙
法 

難
見
難
可
了 

 

於
無
量
億
劫 

行
此
諸
道
已 

道
場
得
成
果 

我
已
悉
知
見 

 

如
是
大
果
報 

種
種
性
相
義 

我
及
十
方
仏 

乃
能
知
是
事 

 

是
法
不
可
示 

言
辞
相
寂
滅 

諸
余
衆
生
類 

無
有
能
得
解 

 

除
諸
菩
薩
衆 

信
力
堅
固
者 

諸
仏
弟
子
衆 

曾
供
養
諸
仏 

 

一
切
漏
已
尽 

住
是
最
後
身 

如
是
諸
人
等 

其
力
所
不
堪 

 

仮
使
満
世
間 

皆
如
舎
利
弗 

尽
思
共
度
量 

不
能
測
仏
智 

 

正
使
満
十
方 

皆
如
舎
利
弗 

及
余
諸
弟
子 

亦
満
十
方
刹 

 

尽
思
共
度
量 

亦
復
不
能
知 

辟
支
仏
利
智 

無
漏
最
後
身 

 

亦
満
十
方
界 

其
数
如
竹
林 

斯
等
共
一
心 

於
億
無
量
劫 

 
 

 

一
心
以
妙
智 

於
恒
河
沙
劫 

咸
皆
共
思
量 

不
能
知
仏
智 

 

不
退
諸
菩
薩 

其
数
如
恒
沙 

一
心
共
思
求 

亦
復
不
能
知 

 

又
告
舎
利
弗 

無
漏
不
思
議 

甚
深
微
妙
法 

我
今
已
具
得 

 

唯
我
知
是
相 

十
方
仏
亦
然 

舎
利
弗
当
知 

諸
仏
語
無
異 

 

於
仏
所
説
法 

当
生
大
信
力 

世
尊
法
久
後 

要
当
説
真
実 

 

告
諸
声
聞
衆 

及
求
縁
覚
乗 

我
令
脱
苦
縛 

逮
得
涅
槃
者 

 

仏
以
方
便
力 

示
以
三
乗
教 

衆
生
処
処
著 

引
之
令
得
出 

法華経 日めくり 令和 6 年（2024）６月① 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰  

6 月   日   

 先勝 鬼    

旧５月３日   

土曜    8

7  

   

身
出
光
明 

飛
行
自
在 

 

「
身
よ
り
光
明
を
出
だ
し
、
飛
行
自
在
な
ら
ん
」 

  

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

し
ん 

す
い 

こ
う
み
ょ
う 
 

 
 

ひ 
 

ぎ
ょ
う 

じ 

ざ
い 

「
身
出
光
明
」
と
は
、
身
体
が
光
り
周
囲
を
照
ら
す

よ
う
に
、
そ
の
人
の
徳
が
周
囲
を
感
化
す
る
こ
と
。 

「
飛
行
自
在
」
と
は
、
覚
り
に
至
れ
ば
ど
の
よ
う
な

境
遇
に
お
い
て
も
、
心
が
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
世
間

の
制
限
を
離
れ
、
自
在
に
活
動
で
き
る
と
い
う
こ

と
。 

そ
し
て
心
身
が
自
在
に
な
れ
ば
、
自
然
と
姿
か
た
ち

も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
仏
さ
ま
の｢

三
十
二
相｣

ま
で

が
表
れ
て
く
る
と
い
う
の
で
す
。 

そ
の
境
地
を
目
指
し
、
日
々
励
み
ま
し
ょ
う
。 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和 6 年 甲辰  

6 月   日   

 友引 柳    

旧 5 月４日   

日曜    9

7  
「
法
喜
食
」
と
は
、
仏
さ
ま
の
教
え
を
聞
き
深
い
意

味
を
理
解
し
、
大
い
な
る
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
。 

「
禅
悦
食
」
と
は
、
仏
さ
ま
の
教
え
を
聞
い
て
理
解

し
た
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
自
分
の
境
遇
に
比
べ

合
わ
せ
消
化
し
て
自
分
の
も
の
と
す
る
こ
と
。 

御
馳
走
を
食
べ
て
満
腹
で
幸
福
に
な
る
の
が
「
法
喜

食
」
、
食
物
が
消
化
さ
れ
て
血
肉
と
な
り
生
き
る
力
と

な
っ
た
喜
び
を
感
じ
る
の
が
「
禅
悦
食
」
で
す
。 

教
え
を
い
た
だ
く
上
で
双
方
が
大
事
な
の
で
す
。 

   

一
者
法
喜
食 

二
者
禅
悦
食 

 

「
教
え
を
理
解
し
た
喜
び
と
教
え
が
身
に
な
っ
た
悦
び
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

い
っ 

し
ゃ 

ほ
う 

き 

じ
き 

 
 

に 

し
ゃ 

ぜ
ん 

ね
つ 

じ
き 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２4 年   

令和 6 年 甲辰  

6 月   日   

 先負 欲し    

旧 5 月 5 日   

月曜    10  
仏
・
菩
薩
が
定
・
慧
に
よ
っ
て
得
る
六
種
の
力
。 

時
間
軸
・
空
間
軸
を
超
え
て
物
事
を
知
る
智
慧
。 

六
通
と
は
、
①
天
眼
通
；
肉
眼
で
見
え
な
い
も
の
を

見
る
力 

②
天
耳
通
；
耳
に
聞
こ
え
な
い
音
声
を
聞

く
力 
③
他
心
通
；
他
人
の
心
を
見
通
す
力 

④
宿

命
通
；
過
去
の
宿
世
を
知
る
力 

⑤
神
足
通
；
意
の

ま
ま
に
行
動
で
き
る
力 

⑥
漏
尽
通
；
自
在
に
煩
悩

を
断
ず
る
力
。 

六
通
の
う
ち
宿
命
通
・
天
眼
通
・
漏
尽
通
に
あ
た
る

宿
命
明
・
天
眼
明
・
漏
尽
明
を
三
明
と
い
い
ま
す
。 

  

六
通
三
明 

「
仏
・
菩
薩
が
も
つ
の
六
つ
の
力
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

ろ
く 

 

つ
う 

 
 

さ
ん 

み
ょ
う 

 
 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和 6 年 甲辰  

6 月   日   

 大安 翼    

旧５月６日   

火曜    11  
｢

解
脱｣

と
は
、
す
べ
て
の
煩
悩
や
障
礙
等
の
繋
縛
か

ら
解
き
は
な
さ
れ
、
迷
い
か
ら
脱
す
る
こ
と
。 

｢
八
解
脱｣

は
阿
羅
漢
が
得
る
八
種
の
解
脱
の
境
地
。 

①
自
ら
の
貪
が
起
こ
ら
な
く
な
っ
た
境
地 

②
貪
が

確
実
に
起
こ
ら
な
く
な
っ
た
境
地 

③
貪
が
全
く
起

こ
ら
な
く
な
っ
た
境
地 

④
空
無
辺
処
を
得
た
境
地 

⑤
識
無
辺
処
を
得
た
境
地 

⑥
無
所
有
処
を
得
た
境

地
、
⑦
非
想
非
非
想
処
を
得
た
境
地 

⑧
滅
尽
定
を

得
た
境
地
。 

以
上
八
種
の
解
脱
の
段
階
。 

  

八
解
脱 

「
阿
羅
漢
が
得
る
八
種
の
解
脱
の
境
地
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

は
ち 

 

げ 
 

 

だ
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２4 年   

令和 6 年 甲辰  

6 月   日   

 大安 翼    

旧 5 月７日   

水曜    12  
悟
り
に
近
づ
く
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

多
く
の
人
々
を
導
く
の
だ
と
菩
薩
の
心
を
持
っ
て
、

皆
と
共
に
歩
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
際
に
は
周
囲
と
同
じ
視
点
に
立
ち
、
相
手
の
立

場
で
導
か
な
け
れ
ば
教
え
は
広
ま
り
ま
せ
ん
。 

理
解
が
深
く
説
法
が
上
手
く
て
も
、
上
か
ら
見
下
す

よ
う
な
態
度
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。 

心
の
内
に
熱
い
思
い
を
秘
め
、
外
見
は
他
の
修
行
者

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
そ
れ
が
大
事
で
す
。 

   

内
秘
菩
薩
行 

外
現
是
声
聞 

 

「
内
に
菩
薩
の
行
を
秘
め
、
外
に
声
聞
の
姿
を
現
す
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

な
い 

ひ 
 

ぼ 

さ
つ 

ぎ
ょ
う 

 

げ 
 

げ
ん 

ぜ 
 

し
ょ
う
も
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和 6 年 甲辰  

6 月   日   

 赤口 婁    

旧 5 月 8 日   

木曜    13  
自
分
は
貪
瞋
痴
の
三
毒
を
除
く
こ
と
が
で
き
ず
、
物

を
正
し
く
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
で
あ
る
と
示

し
、
理
解
の
浅
い
者
に
親
し
く
近
づ
き
導
く
の
も
大

事
で
す
。 

外
道(
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
以
外
の
宗
教
や
思
想)

の

人
々
を
教
化
す
る
際
に
は
、
相
手
に
畏
れ
は
ば
か
る

心
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め
、
親
し
く
交
わ
り

な
が
ら
大
乗
に
導
く
の
で
す
。 

外
道
は
仏
教
に
入
る
前
段
階
で
あ
り
、
仏
教
は
方
便

を
も
っ
て
外
道
の
人
々
も
救
お
う
と
い
う
教
え
で

す
。 

   

示
衆
有
三
毒 

又
現
邪
見
相 

 

「
三
毒
を
除
き
き
れ
ず
、
邪
見
も
者
だ
と
示
す
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

じ 
 

し
ゅ 

う 
 

さ
ん
ど
く 

 
 

う 
 

げ
ん 

じ
ゃ
け
ん 

そ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和 6 年 甲辰  

6 月   日   

 先勝 角    

旧 5 月９日   

金曜    14  
舎
利
弗
や
富
楼
那
ら
が
授
記
を
得
た
の
を
目
の
当
た

り
に
し
た
千
二
百
人
の
阿
羅
漢
た
ち
は
、
自
分
た
ち

も
お
釈
迦
さ
ま
か
ら
授
記
を
得
ら
れ
た
な
ら
ど
ん
な

に
喜
ば
し
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
描
き
ま
し
た
。 

そ
の
思
い
を
知
っ
た
お
釈
迦
さ
ま
は
、
千
二
百
人
の

阿
羅
漢
た
ち
に
も
授
記
を
与
え
る
こ
と
を
約
束
し
、

先
ず
初
転
法
輪
の
五
比
丘
の
一
人
、
憍
陳
如
（
き
ょ
う
じ
ん
に

ょ
）

に｢

普
明
如
来｣
と
い
う
仏
に
成
る
と
い
う
授
記
を

与
え
ま
し
た
。 

   

千
二
百
阿
羅
漢
の
授
記 

 

「
千
二
百
阿
羅
漢
の
授
記
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

せ
ん 

に 

ひ
ゃ
く 

あ 
 

ら 

か
ん 

 
 

 

じ
ゅ 

き 
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弟
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記
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人
天
交
接
。
両
得
相
見
。
無
諸
悪
道
。
亦
無
女
人
。
一
切
衆
生
。
皆
以
化
生
。
無
有
婬
欲
。
得

大
神
通
。
身
出
光
明
。
飛
行
自
在
。
志
念
堅
固
。
精
進
智
慧
。
普
皆
金
色
。
三
十
二
相
。
而
自

荘
厳
。
其
国
衆
生
。
常
以
二
食
。
一
者
法
喜
食
。
二
者
禅
悦
食
。
有
無
量
阿
僧
祇
千
万
億
那
由

佗
。
諸
菩
薩
衆
。
得
大
神
通
。
四
無
礙
智
。
善
能
教
化
。
衆
生
之
類
。
其
声
聞
衆
。
算
数
校

計
。
所
不
能
知
。
皆
得
具
足
。
六
通
三
明
。
及
八
解
脱
。
其
仏
国
土
。
有
如
是
等
。
無
量
功

徳
。
荘
厳
成
就
。
劫
名
宝
明
。
国
名
善
浄
。
其
仏
寿
命
。
無
量
阿
僧
祇
劫
。
法
住
甚
久
。 

〈
略
〉 

度
脱
無
量
衆 

皆
悉
得
成
就 

雖
小
欲
懈
怠 

漸
当
令
作
仏 

内
秘
菩
薩
行 

外
現
是
声
聞 

小
欲
轡
生
死 

実
自
浄
仏
土 

示
衆
有
三
毒 

又
現
邪
見
相 

我
弟
子
如
是 

方
便
度
衆
生 

 
 

 

〈
略
〉 

爾
時
千
二
百
阿
羅
漢
。
心
自
在
者
。
作
是
念
。
我
等
歓
喜
。
得
未
曾
有
。
若
世
尊
各
見
授
記
。

如
余
大
弟
子
者
。
不
亦
快
乎
。
仏
知
此
等
。
心
之
所
念
。
告
摩
訶
迦
葉
。
是
千
二
百
阿
羅
漢
。

我
今
当
現
前
。
次
第
与 

授
。
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
記
。
於
此
衆
中
。
我
大 

弟
子
。
隠
陳
如
比
丘
。
当
供
養
六
万
二
千
億
仏
。
然 

後
得
成
為
仏
。
号
曰
普
明
如
来
。
応
供
。
正
気
知
。
明 

行
足
。
善
逝
。
世
間
解
。
無
上
士
。
調
御
丈
夫
。
天
人
師
。 

仏
。
世
尊
。
其
五
百
阿
羅
漢
。
優
楼
頻
螺
迦
葉
。
伽
耶 

迦
葉
。
那
提
迦
葉
。
迦
留
陀
夷
。
優
陀
夷
。
阿
傾
楼
駄
。 

離
婆
多
。
劫
賓
那
。
薄
拘
羅
。
周
陀
莎
伽
陀
等
。
皆
当 

得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
尽
同
一
号
。
名
曰
普 

明
。
爾
時
世
尊
。
欲
重
宣
此
義
。
而
説
偈
言 

法華経 日めくり 令和６年（2024）６月② 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２4 年   

令和 6 年 甲辰 

6 月   日   

 友引 亢    

旧 5 月 10 日   

土曜    15  
千
二
百
人
の
阿
羅
漢
の
次
に
、
五
百
人
の
阿
羅
漢
に

も
仏
に
成
る
と
お
釈
迦
さ
ま
は
授
記
を
与
え
ま
し

た
。 

そ
の
中
に
は
、
優
楼
頻
螺
迦
葉
（
う
る
び
ん
ら
か
し
ょ
う
）

・
伽
耶

迦
葉
（
が
や
か
し
ょ
う
）

・
那
提
迦
葉
（
な
だ
い
か
し
ょ
う
）

・
迦
留
陀
夷

（
か
る
だ
い
）

・
優
陀
夷
（
う
だ
い
）

・
阿
㝹
楼
駄
（
あ
ぬ
る
だ
）

・
離
婆
多

（
り
は
た
）

・
劫
賓
那
（
こ
う
ひ
ん
な
）

・
薄
拘
羅
（
は
く
ら
）

等
、
『
序

品
』
に
名
前
が
挙
が
っ
た
お
釈
迦
さ
ま
の
弟
子
た
ち

が
い
ま
す
。 

物
語
と
し
て
の
法
華
経
の
伏
線
が
回
収
さ
れ
て
い
く

部
分
で
も
あ
り
ま
す
。 

   

五
百
人
の
阿
羅
漢
の
授
記 

 

「
五
百
人
の
阿
羅
漢
の
授
記
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

ご 

ひ
ゃ
く
に
ん 

 
 

 

あ 
 

ら 
 

か
ん 

 
 

 

じ
ゅ 

き 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰  

6 月   日   

 先負 氐    

旧５月 11 日   

日曜    16  
授
記
を
与
え
ら
れ
た
五
百
人
の
阿
羅
漢
で
名
前
を
挙

げ
ら
れ
た
な
か
に
、
周
陀
（
し
ゅ
だ
）

が
い
ま
す
。 

周
陀
は
須
梨
槃
特
（
し
ゅ
り
は
ん
ど
く
）

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。 

物
覚
え
の
悪
か
っ
た
周
陀
に
お
釈
迦
さ
ま
は
一
枚
の

布
を
与
え
、
「
塵
を
除
く
、
垢
を
除
く
」
と
唱
え
さ

せ
、
精
舎
を
払
浄
さ
せ
ま
し
た
。 

そ
れ
に
よ
り
、
周
陀
は
落
と
す
べ
き
汚
れ
と
は
貪
瞋

痴
の
三
毒
だ
と
悟
り
煩
悩
を
滅
し
て
阿
羅
漢
果
と
な

り
、
さ
ら
に
仏
に
成
る
と
授
記
を
得
た
の
で
す
。 

智
慧
が
劣
る
も
の
で
も 

   

周
陀
の
授
記 

「
周
陀
の
授
記
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

し
ゅ 

 
 

だ 
 

 
 

 
 

 

じ
ゅ 

 
 

き 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰  

6 月   日   

 仏滅 房    

旧５月 1２日   

月曜    17  
授
記
を
与
え
ら
れ
た
五
百
人
の
阿
羅
漢
で
名
前
を
挙

げ
ら
れ
た
も
う
一
人
、
莎
伽
陀
（
し
ゃ
か
だ
）

。 
莎
伽
陀
は
村
人
の
依
頼
に
応
じ
神
通
力
を
使
っ
て
毒

龍
を
退
治
し
、
村
人
か
ら
の
供
養
の
酒
を
飲
み
、
酩

酊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
っ
て
お
釈
迦
さ
ま
が
「
不
穏
受
戒
」
を
定

め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「
衣
裏
繋
珠
の
喩
え
」
で
酒
に
酔
い
つ
ぶ
れ
た
男
の

話
の
伏
線
に
も
思
え
ま
す
。 

  

莎
伽
陀
の
授
記 

「
莎
伽
陀
の
授
記
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

し
ゃ 

 
 

か 
 

 

だ 
 

 
 

 
 

 

じ
ゅ 

 
 

き 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰  

6 月   日   

 大安 心    

旧５月 13 日   

火曜    18 
末
法
に
な
り
仏
さ
ま
の
教
え
が
滅
し
た
ら
、
天
上
界
・

人
間
界
の
者
た
ち
は
心
憂
い
、
世
は
暗
く
な
り
ま
す
。 

し
か
し
そ
の
よ
う
な
と
き
に
も
、
仏
さ
ま
の
教
え
は
光

を
増
し
、
暗
い
世
を
照
ら
し
出
し
ま
す
。 

そ
し
て
そ
の
光
が
、
こ
の
苦
し
い
世
の
中
を
良
く
し
て

い
こ
う
と
教
え
を
求
め
る
人
に
届
き
ま
す
。 

は
じ
め
は
一
人
で
も
、
百
人
・
千
人
と
膨
ら
ん
で
、
大

き
な
流
れ
に
な
っ
て
い
く
も
の
で
す
。 

そ
れ
が
法
華
経
が
末
法
に
留
め
置
か
れ
た
意
味
で
す
。 

  

法
滅
天
人
憂 

「
法
滅
せ
ば
天
・
人
憂
え
ん
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

ほ
う 

 

め
つ 

 
 

て
ん 
 

に
ん 

 
 

ぬ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰  

6 月   日   

 赤口 尾    

旧５月 14 日   

水曜    19  
お
釈
迦
さ
ま
が
方
便
の
た
め
姿
を
消
し
滅
度
し
て
、
世

の
中
が
暗
く
な
り
険
悪
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ

の
教
え
が
滅
び
尽
く
す
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

暗
い
中
で
も
某(

名
前
は
分
か
ら
な
い
誰
か)

が
仏
に
成
り
、
そ

の
教
え
を
聞
く
者
た
ち
が
皆
歓
喜
し
て
教
え
を
受
け
継

い
で
い
く
と
い
う
の
で
す
。 

涅
槃
に
入
り
姿
を
消
し
た
り
、
迷
い
を
解
く
こ
と
か
ら

始
め
た
り
す
る
な
ど
の
様
々
な
方
便
を
用
い
て
、
後
継

者
を
育
て
る
の
が
仏
さ
ま
の
導
き
方
で
す
。 

   

我
滅
度
之
後 

某
甲
当
作
仏 

 

「
我
が
滅
度
の
後
に
、
某
甲(

そ
れ
が
し)

ま
さ
に
作
仏
す
べ
し
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

が 

め
つ 

 

ど 
 

し 
 

ご 
 

 

む 

こ
う 

と
う 

さ 

ぶ
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰  

6 月   日   

 先勝 箕    

旧５月 1５日   

木曜    20  
お
釈
迦
さ
ま
は
そ
の
法
灯
を
継
ぐ
迦
葉
尊
者
に
、
こ
の

場
に
い
な
い
者
に
も
仏
に
成
れ
る
と
伝
え
る
よ
う
に
と

お
告
げ
に
な
り
ま
し
た
。 

「
こ
の
場
に
い
な
い
者
」
と
は
『
方
便
品
』
で
説
法
の

場
か
ら
立
ち
去
っ
た｢

五
千
起
去｣

の
声
聞
の
こ
と
で

す
。 

そ
の
場
で
伝
え
て
も
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
見
越
し
、
苦

労
を
重
ね
、
難
し
い
教
え
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
機
根
を

整
え
て
戻
っ
て
き
た
と
き
に
、｢

仏
に
成
れ
る｣

と
伝
え

れ
ば
よ
い
と
告
げ
ら
れ
た
の
で
す
。 

   

其
不
在
此
会 

汝
当
為
宣
説 

 

「
こ
の
場
に
い
な
い
者
に
も
、
仏
に
成
れ
る
と
伝
え
る
よ
う
に
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

ご 
 

ふ 

ざ
い 

 

し 

え 
 

 
 

に
ょ 

と
う 

い 

せ
ん 

せ
つ 
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法華経 日めくり 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰  

6 月   日   

 友引 斗    

旧５月 16 日   

金曜    21 
授
記
を
得
た
五
百
人
の
阿
羅
漢
た
ち
は
自
ら
を
振
り
返

り
、
今
ま
で
の
自
分
は
無
智
の
者
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

の
修
行
が
大
事
で
あ
る
と
気
づ
い
た
と
告
白
し
ま
す
。 

自
分
一
人
が
世
の
中
の
煩
わ
し
さ
を
離
れ
て
送
る
浄
ら

か
な
生
活
は
、
少
し
の
智
慧
で
足
り
て
い
る
も
の
だ
と

気
づ
い
た
の
で
す
。 

仏
さ
ま
の
心
持
ち
を
自
分
の
も
の
と
し
て
、
世
の
中
で

苦
し
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
た
ち
を
救
う
こ
と
に
努
め

る
こ
と
が
仏
に
近
づ
く
道
だ
と
知
っ
た
の
で
す
。 

   

今
乃
知
之 

如
無
智
者 

 

「
今
自
分
た
ち
は
智
慧
の
な
い
も
の
だ
と
知
り
ま
し
た
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

こ
ん 

 

な
い 

ち 
 

し 
 

 
 

に
ょ 

む 
 

ち 
 

し
ゃ 

 夏至    
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妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

其
五
百
阿
羅
漢
。
優
楼
頻
螺
迦
葉
。
伽
耶
迦
葉
。
那
提
迦
葉
。
迦
留
陀
夷
。
優
陀
夷
。
阿
傾
楼

駄
。
離
婆
多
。
劫
賓
那
。
薄
拘
羅
。
周
陀
。
莎
伽
陀
等
。
皆
当
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
尽

同
一
号
。
名
曰
普
明
。
爾
時
世
尊
。
欲
重
宣
此
義
。
而
説
偈
言 

 
 

〈
略
〉 

像
法
復
倍
是 

法
滅
天
人
憂 

其
五
百
比
丘 

次
第
当
作
仏 

同
号
曰
普
明 

転
次
而
授
記 

 

我
滅
度
之
後 

某
甲
常
作
仏 

其
所
化
世
間 

亦
如
我
今
日 

国
土
之
厳
浄 

及
諸
神
通
力 

 

菩
薩
声
聞
衆 

正
法
及
像
法 
寿
命
劫
多
少 

皆
如
上
所
説 

迦
葉
汝
已
知 

五
百
自
在
者 

 

余
諸
声
聞
衆 

亦
当
復
如
是 

其
不
在
此
会 

汝
当
為
宣
説 

爾
時
五
百
阿
羅
漢
。
於
仏
前
。
得
受
記
已
。
歓
喜
踊
躍
。
即
従
座
起
。
到
於
仏
前
。 

頭
面
礼
足
。
悔
過
自
責
。
世
尊
。
我
等
常
作
是
念
。
自
謂
已
得
。
究
竟
滅
度
。 

今
乃
知
之
。
如
無
智
者
。
所
以
者
何
。
我
等
応
得
。
如
来
智
慧
。
而
便
自
以
。
小
智
為
足
。 

 

価
宝
珠
。
繋
汝
衣
裏
。
今
故
現
在
。
而
汝
不
知
。
勤
苦
憂
悩
。
以
求
自
活
。
甚
為
痴
也
。
汝
今

可
以
此
宝
。
貿
易
所
須
。
常
可
如
意
。
無
所
乏
短
。
仏
亦
如
是
。
為
菩
薩
時
。
教
化
我
等
。
令

発
一
切
智
心
。
而
尋
廃
忘
。
不
知
不
覚
。
既
得
阿
羅
漢
道
。
自
謂
滅
度
。
資
生
艱
難
。
得
少
為

足
。
一
切
智
願
。
猶
在
不 

失
。
今
者
世
尊
。
覚
悟
我
等
。
作
如
是
言
。
諸
比
丘
。
汝
等
所
得
。
非
究
竟
滅
。
我
久
令
汝

等
。
種
仏
善
根
。
以
方
便
故
。
示
涅
槃
相
。
而
汝
謂
為
。
実
得
滅
度
。
世
尊
。
我
今
乃
知
。
実

是
菩
薩
。
得
授
阿
耨
多
羅
三
藐
三 

菩
提
記
。
以
是
因
縁
。
甚
大
歓
喜
。
得
未
曾
有
。
爾
時 

阿
若
隠
陳
如
等
。
欲
重
宣
此
義
。
而
説
偈
言 

法華経 日めくり 令和６年（2024）６月② 
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法華経 日めくり 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰  

6 月   日   

 先負 女    

旧５月 17 日   

土曜    22 
あ
る
と
き
、
貧
し
い
男
が
裕
福
な
親
友
の
家
で
ご
馳
走

に
な
り
、
酒
に
酔
い
つ
ぶ
れ
て
寝
て
し
ま
い
ま
す
。 

親
友
は
、
男
が
寝
て
い
る
う
ち
に
衣
服
の
裏
に
高
価
な

宝
珠
を
縫
い
つ
け
て
仕
事
に
出
か
け
ま
し
た
。 

男
は
そ
れ
を
知
ら
ず
、
長
い
間
わ
ず
か
な
収
入
を
得
る

仕
事
に
就
い
て
満
足
し
て
い
ま
し
た
。 

再
び
二
人
が
出
会
っ
た
と
き
、
親
友
は
男
が
宝
珠
に
気

づ
か
ず
貧
し
い
生
活
を
続
け
て
い
る
愚
か
さ
を
諭
し
、

宝
珠
を
元
手
に
商
売
を
す
る
よ
う
に
勧
め
ま
し
た
。 

   

衣
裏
繋
珠
の
喩
え
１ 

 

「
宝
珠
に
気
づ
か
ず
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

え 
 

り 

け
い 

じ
ゅ 
 

 
 

た
と 
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法華経 日めくり 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰  

6 月   日   

 仏滅 虚    

旧５月 18 日   

日曜    23 
こ
の
喩
え
話
の｢

親
友｣

は
お
釈
迦
さ
ま
、｢

貧
し
い
男｣

は
仏
弟
子
や
私
た
ち
衆
生
を
指
し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
は
る
か
昔
か
ら
お
釈
迦
さ
ま
の
教
え
を
い

た
だ
い
て
い
た
の
に
、
自
分
が
仏
と
成
る
と
い
う
心
を

起
さ
ず
、
方
便
の
教
え
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
今
よ
う
や
く
機
が
熟
し
、
再
び
お
釈
迦
さ
ま

に
巡
り
逢
い
、
は
じ
め
て
法
華
経
の
教
え
を
心
の
底
か

ら
信
じ
、
素
直
に
喜
び
を
も
っ
て
聞
き
入
れ
、
自
分
か

ら
仏
と
成
る
こ
と
を
強
く
求
め
た
の
で
す
。 

 

そ
の
思
い
に
、
待
ち
に
待
っ
た
お
釈
迦
さ
ま
が
応
え
て

く
れ
ぬ
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

す
な
お
に
法
華
経
を
信
じ
、
ま
ご
こ
ろ
か
ら
自
分
も

“
仏
と
な
り
た
い
”
と
い
う
気
持
ち
を
起
こ
せ
ば
、
そ

こ
に
自
ず
と
仏
と
な
る
道
が
開
か
れ
て
い
く
の
で
す
。 

   

衣
裏
繋
珠
の
喩
え
２ 

 

「
機
が
熟
し
法
華
経
に
出
会
う
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

え 
 

り 
 

け
い 

じ
ゅ 
 

 

た
と 
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法華経 日めくり 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰  

6 月   日   

 大安 危    

旧５月 19 日   

月曜    24 
衣
の
裏
に
縫
い
付
け
ら
れ
た
宝
珠
と
は
、
私
た
ち
が
生

ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
仏
性
の
こ
と
で
す
。 

仏
さ
ま
が
持
た
せ
て
く
れ
た
宝
珠
の
こ
と
を
、
酔
い
つ

ぶ
れ
て
忘
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
気
づ
く
こ
と
も

な
く
、
磨
こ
う
と
も
し
な
い
の
は
本
当
に
も
っ
た
い
な

い
こ
と
で
す
。 

一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
珠
を
大
切
に
磨
い
て
、
大
き
く

な
る
よ
う
に
育
て
て
い
け
ば
、
や
が
て
光
り
輝
く
仏
の

国
を
つ
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

   

其
人
酔
臥 

都
不
覚
知 

 

「
そ
の
人
酔
い
臥
し
て
、
す
べ
て
覚
知
せ
ず
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

  

ご 

に
ん 

す
い 

が 
 

 
 

 

と 
 

ふ 
 

か
く 

ち 
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法華経 日めくり 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰  

6 月   日   

 赤口 室    

旧５月 20 日   

火曜    25 
宝
珠
に
気
づ
か
ず
暮
ら
し
て
い
た
男
を
親
友
が
諭
し
た

の
と
同
じ
よ
う
に
、
私
た
ち
が
持
っ
て
い
る
仏
性
を
磨

く
よ
う
に
と
、
仏
さ
ま
は
諭
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

こ
の
仏
性
を
大
切
に
磨
き
、
大
き
く
伸
ば
し
て
い
け

ば
、
人
を
救
い
世
の
中
の
役
に
立
つ
力
と
な
り
ま
す
。 

今
は
ま
だ
役
に
立
た
な
い
ほ
ど
小
さ
い
一
人
ひ
と
り
の

仏
性
が
育
つ
よ
う
に
と
、
仏
さ
ま
は
見
守
り
、
導
い
て

く
だ
さ
い
ま
す
。 

酔
い
を
醒
ま
し
、
自
ら
の
珠
を
磨
き
ま
し
ょ
う
。 

  

仏
亦
如
是 

「
仏
も
亦 

是
く
の
如
し
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

ぶ
っ 

 

ち
ゃ
く 

 

に
ょ 
 

ぜ 
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法華経 日めくり 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰  

6 月   日   

 先勝 壁    

旧５月 22 日   

水曜    26 
阿
羅
漢
た
ち
は
、
こ
れ
が
真
の
悟
り
だ
と
思
い
世
間
を

離
れ
静
か
に
修
行
を
し
て
い
な
が
ら
も
、
何
か
物
足
り

な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

そ
れ
は
人
を
救
い
、
世
の
た
め
に
尽
く
し
た
い
と
い
う

要
求
が
心
の
奥
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

「
一
切
智
願
」
と
は
仏
の
智
慧
を
具
え
た
い
と
い
う
願

い
で
あ
り
、
そ
の
願
い
は
心
の
奥
に
あ
り
、
消
え
て
し

ま
う
こ
と
が
な
い
か
ら
で
す
。 

そ
の
願
い
を
持
ち
続
け
る
心
こ
そ
が
仏
性
な
の
で
す
。 

   

一
切
智
願 

猶
在
不
失 

 

「
仏
の
智
慧
を
求
め
る
願
い
は
消
え
る
こ
と
は
な
い
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

い
っ 

さ
い 

ち 

が
ん 

 
 

 

ゆ
う 

ざ
い 

 

ふ 

し
つ 
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法華経 日めくり 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰  

6 月   日   

 友引 奎    

旧５月 23 日   

木曜    27 
｢

無
上
願｣

と
は
一
切
の
人
を
救
い
、
仏
に
成
ろ
う
と
い

う
願
い
で
あ
り
、｢

四
弘
誓
願｣

と
い
わ
れ
る
も
の
で

す
。 

①
衆
生
無
辺
誓
願
度
；
一
切
衆
生
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す 

②
煩
悩
無
数
誓
願
断
；
衆
生
の
煩
悩
を
す
べ
て
断
じ
尽
す 

③
法
門
無
尽
誓
願
知
；
一
切
の
法
門
を
知
り
尽
す 

④
仏
道
無
上
誓
願
成
；
無
上
の
仏
道
を
行
じ
成
就
す
る 

授
記
を
得
た
憍
陳
如
を
は
じ
め
、
千
二
百
の
阿
羅
漢
と

五
百
の
阿
羅
漢
た
ち
は
、
こ
の
大
願
に
目
覚
め
、
菩
薩

の
行
に
励
み
こ
と
を
誓
っ
た
の
で
す
。 

  

令
種
無
上
願 

「
一
切
の
人
を
救
い
仏
に
成
ろ
う
と
い
う
願
い
」 

 

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
授
記
品
第
八 

 

り
ょ
う 

し
ゅ 

 
 

む 
 

 

じ
ょ
う 

が
ん 
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法華経 日めくり 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰  

6 月   日   

 先負 婁    

旧５月 23 日   

金曜    28 
「
学
」
と
は
、
ま
だ
学
ぶ
こ
と
が
有
る
人
の
こ
と
。 

「
無
学
」
と
は
、
す
で
に
真
理
を
究
め
尽
く
し
て
煩
悩

を
断
じ
、
も
う
学
ぶ
こ
と
が
無
い
人
の
こ
と
。 

「
学
」
は
学
び
が
足
り
な
い
た
め
、
ま
た
「
無
学
」
は

自
分
だ
け
の
学
び
で
あ
っ
た
た
め
、
仏
に
は
成
れ
な
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
法
華
経
を
信
じ
、
人
々
の
幸
せ
の
た
め
に
励

め
ば
仏
に
成
れ
る
と
、
お
釈
迦
さ
ま
は
授
記
を
与
え
た

の
で
す
。 

  

学
無
学 

「
学
び
の
途
中
の
者
と
学
ぶ
こ
と
が
無
く
な
っ
た
者
」 

 

妙
法
蓮
華
経
学
無
学
人
記
品
第
九 

 

が
く 

 
 

む 
 

 

が
く 
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法華経 日めくり 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰  

6 月   日   

 仏滅 胃    

旧５月 24 日   

土曜    29 
阿
難
は
、
お
釈
迦
さ
ま
の
十
大
弟
子
の
一
人
で
、
多
聞

第
一
と
い
わ
れ
、
お
釈
迦
さ
ま
の
従
弟
に
当
り
ま
す
。 

常
に
お
釈
迦
さ
ま
に
随
侍
し
聞
法
の
機
会
を
得
た
の

で
、
お
釈
迦
さ
ま
入
滅
後
、
お
釈
迦
さ
ま
の
教
え
を
口

述
し
、
仏
典
が
編
纂
さ
れ
ま
し
た
。 

阿
難
は
、
お
釈
迦
さ
ま
の
在
世
中
に
は
悟
る
こ
と
が
で

き
ず
、
後
に
大
迦
葉
に
よ
り
悟
り
を
開
き
ま
し
た
。 

『
人
記
品
』
で
は
、
山
海
慧
自
在
通
王
仏
に
な
る
と
授

記
さ
れ
ま
す
。 

  

阿
難 

「
お
釈
迦
さ
ま
の
十
大
弟
子
、
多
聞
第
一
」 
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不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰  

6 月   日   

 大安 昴    

旧５月 25 日   

日曜    30 
お
釈
迦
さ
ま
が
王
子
で
あ
っ
た
と
き
、
出
家
の
決
心
を

し
た
際
に
生
れ
た
た
め
「
我
が
破
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
障
碍

（
ラ
ー
フ
ラ
）
が
で
き
た
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
か
ら
名

づ
け
ら
れ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。 

羅
睺
羅
は
、
十
五
歳
で
出
家
し
二
十
歳
で
比
丘
と
な

り
、
父
の
威
信
を
傷
つ
け
ま
い
と
密
か
に
苦
行
し
、
十

大
弟
子
の
一
人
、
密
行
第
一
と
称
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

『
人
記
品
』
で
は
蹈
七
宝
華
如
来
に
な
る
で
あ
ろ
う
と

授
記
さ
れ
ま
す
。 

  

羅
睺
羅 

「
お
釈
迦
さ
ま
の
息
子
、
十
大
弟
子
、
密
行
第
一
」 
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